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危険物施設の風水害対策に係る
相模原市の取組について

相模原市消防局危険物保安課

資料３－１－２



平成３０年度の取組み

風水害に係る状況

〇平成３０年７月豪雨や台風第２１号による被害発生

〇「風水害発生時における危険物保安上の留意事項及び
危険物施設の被害状況調査について」（平成30年9月27日
付け消防庁危険物保安室長通知）
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本市の状況

ハザードマップの指定区域内に所在する危険物施設には
早急な対策が必要と判断



危機管理部門との協力

危険物施設の所在地を緯度・経度で割り出し、
ハザードマップのデータと照合
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【照合したデータ】 【地図上に反映した状況】



令和元年東日本台風の影響

〇土砂崩れによる道路寸断⇒消防活動に影響

〇河川のはん濫を想定⇒移動タンク貯蔵所の移動
を勧告

〇相模川上流の城山ダムが緊急放流を実施
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風水害対策の指標が発出

「危険物施設の風水害対策ガイドラインについて」
（令和2年3月27日付け消防庁国民保護・防災部防災課長、消防庁危険物保安室長通知）
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標準モデル作成のきっかけ
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事業者の抱える課題

警戒
レベル

防災気象
情報

避難
情報

タイム
ライン

風水害対
策措置



標準モデルについて
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【標準モデル】



逃げ遅れ「ゼロ」

「人命を最優先し、避難を躊躇しない」
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ちゅうちょ



事業者への推進について

【対象施設】ハザードマップ指定区域内、全ての危険物施設

【策定依頼】危険物安全週間に合わせて発送

【周知広報】ホームページに標準モデルを掲載

【個別指導】予防規程制定義務のある危険物施設
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より実効性のあるカタチへ

〇標準モデルの再評価

〇改訂「風水害対策ガイドライン」の反映
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より実効性のある標準モデルを目指す



ご清聴ありがとうございました
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